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■氏名 ：堀池 眞臣
■保有資格：ISO審査員
■専門分野：BCP、リスクマネジメント

BCPの難しさは構築自体の複雑さもさる事なが
ら、いつ起こるか分からない多様な災害の発生に
対する運用のリードタイムの長さにあります。本
BCPモデルでは平時／有事を統合したリスクアセ
スメントにより、想定外認識力と現場力向上に
フォーカスしたBCP構築運用の指導に注力致しま
した。

徳島県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

近年、国内外を問わず震度6以上の地震が頻発しており、本企業の所在地である徳島県でも、南海トラフ大地
震による甚大な被害が懸念されている。その中で、本企業は、徳島県と「災害協定」を締結しているJBN（全
国工務店協会）に属しており、有事の際に「木造応急仮設住宅の建設」という重要な役割を担っている。その
ため、顧客や地域住民の安全と安心の為に、率先して「災害に備えた準備」をする必要があり、BCPの早急な
策定について当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関においてヒアリングしたところ、BCP策定自体は既に終了しているが、実際の有事の際に「使える」
BCPとして、運用マニュアルや各種様式等の設定が必要であることが分かった。BCPを策定したものの、机上
の空論となってしまっていたり、実効性がなかったりすることのないよう、BCP策定の支援実績が豊富で、実
際に「使う」ための指導ができる本専門家に依頼した。

支援時のようす

■専門家による具体的な支援内容

ポイントは有事の際に、BCPを「使える」状態にすること。年度替わりで新メンバー
が加わったBCPタスクチームに対し、これまでのBCP活動実績や取り組み、考え方の
説明等を行い、BCPに対するチームメンバーの方向性を明確にした。また、BCPを実
際に「使う」ため、リソースシートの作成、優先業務範囲の決定、プライオリティ付
けを行い、「有事の際に何をすべきか、何が重要であるか」の再確認を実施。有事に
向けては社内の問題点等を模索するだけではなく、社外を含めた広い視野で様々なリ
スクを想定しておく必要があるため、経営者がBCPを経営課題として関与していくこ
とが重要であると指導した。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000w4ryHQAQ

堀池氏のご支援を受けて、「有事は平時の延長線」、「平時に
できていないことは有事にもできない」という考え方を知り、
日頃の行動や心構えが有事における事業継続性を左右すること
を理解しました。
BCP文書の策定はゴールではなく、その後の運用や改善を継続
していくことがスタートだと思います。今後も、平時において
問題点は何かを常に意識し、その改善に向けて、会社全体で取
り組んで参りたいと思います。

社内には細かい備品が多いが、リソースシートの作成により、何がどこにいくつあるのか明確に
把握できるようになり、社内の管理体制自体も強化された。さらに、目に見える備品のみでな
く、PCのデータについても管理方法等の再検討を行い、重要なデータについては紙データでも保
存するように改めた。また、BCPを「使う」ために、全社的な理解が重要であるという認識が社
内に広がりつつあり、BCPタスクチームのみならず、全社員においてBCPに対する理解が深まっ
ている。 リソースシート（抜粋）

株式会社 松島組

■業種 ：建設業
■従業員 ：17人
■資本金 ：3,500万円
■創業 ：昭和24年
■住所 ：徳島県吉野川市鴨島町牛島1572-1
■企業概要：戸建て住宅の設計・施工、

不動産の仲介・売買など

有事の業務展開を見据えた「使える」BCP取組支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

（公財）とくしま産業振興機構
構成機関

堀池 眞臣 氏

とくしま中小企業支援プラットフォーム

専門家

地域PF

BCP
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■氏名 ：門 浩司
■保有資格：ファシリテーター、

エリアマーケティングアドバイザー
■専門分野：飲食店、ホテル、SCの創業

繁忙期の人材不足に伴う売上機会損失を防ぐこと
を目的に、社長様を始めスタッフリーダーの方々
と共に取り組むことができたことでモチベーショ
ンアップに繋がり、年末年始は更なる飛躍ができ
ると確信しております。

香川県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、平成4年にもつ鍋に特化した居酒屋として創業。平成10年に法人化し、2号店・3号店を新規出店
するとともに､宅配事業を開始する等、順調に事業を拡大してきた。しかしながら、リーマンショック後は
「顧客の外食離れ」が進み、売上も減少していった。来店者数の減少が続く中、現状の課題を明確にし、来店
者数の増加と売上の拡大を実現したいと考え、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関でのヒアリングの結果、現在の店舗運営における課題の明確化と、課題への具体的対応策の実施が必要
であると判断した。そこで、飲食業界に関する知見が深く、飲食店へのコンサルティングやプロデュースの実
績が豊富な本専門家に依頼した。

看板料理 秘伝もつ鍋

■専門家による具体的な支援内容

現状の把握と問題点の抽出を行い、それぞれの改善方法の指導を行った。具体的に
は、経営者とアルバイトリーダー3名を交えたミーティングを実施し、明確なハウス
ルール（店舗運営ルール）と接客マニュアルを作成。それに合わせてスタッフの教育
方法、ホールの運営手順の改善など多岐にわたった検討を行った。例えばホール運営
であれば、混雑時のオーダーの受け方、オペレーションの方法、ターゲット層向けの
販促方法など具体的手順の設定まで、詳細に実施手順設定を指導した。また、もつ鍋
専門店の「冬場専門」のイメージからの脱却を図るため、看板を九州料理専門店に変
更。併せて、シフト管理厳正化による過剰人員の削減、作業効率の悪いメニューの撤
廃、棚卸しの厳正実施等により、収益性を強化できるようにアドバイスした。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Rxj7RAAR

もつ鍋を主軸とした飲食店経営で、大型店舗を3店舗まで展開す
る中、売上が低迷し、今後の見通しには不安を感じていた。その
ような時に、具体的な計画の立て方や店舗運営の方法など色々な
手法でご指導いただき、本当に感謝しています。今回の支援によ
り、多くの改善策や販売手法、人材教育についても詳細に教えて
いただき、売上の回復にとても効果がありました。また、門先生
には徹底したリスクマネージメントについて教育していただき、
今後の経営に役立てお客様や従業員に喜んでいただきたいと思い
ます。ご支援をいただきありがとうございました。

これまであまり重要視していなかったハウスルールを明確にすることにより、従業員同士がお互
い気持ちよく働けるようになり、従業員の仕事へのモチベーションが明らかにアップした。店舗
及びメニューのリニューアル、来店キャンペーン実施などとの相乗効果もあり、売上対前年比
140％を達成した店舗も出てくるなど、短期間で顕著な成果が現れた。アプリ会員も1,500人を
超え、今後、定期的なメニューの見直しや従業員のさらなるスキル強化に努め、魅力的かつ効率
的な店舗運営を維持することで、継続的な売上の拡大が見込まれる。

イメージを刷新する
「九州料理」の看板

株式会社 海賊

■業種 ：宿泊・飲食サービス業
■従業員 ：6人
■資本金 ：1,900万円
■創業 ：平成4年
■住所 ：岡山県岡山市北区今6-15-30
■企業概要：九州料理専門店

ハウスルールの整備から売上拡大へつながる事業改善支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

株式会社 百十四銀行
構成機関

門 浩司 氏

中小企業支援プラットフォームかがわ

専門家

地域PF

経営
革新
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■氏名 ：加地 まゆみ
■専門分野：ものづくり、地域資源活用、

農商工連携

先代より地元で愛されてきた繁盛店であり、明確
な店主の思いやルールを尊重しつつ、外部環境の
変化に対応した、顧客満足度を上げるための提案
を心がけました。

愛媛県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は昭和49年に創業した老舗のお好み焼き店で、清潔感あふれる全48席の店舗である。地元での認知度
も高く固定客中心の安定した集客ではあるが、競合外食店が多い産業道路バイパス沿いという立地条件や食材
の高騰などの外的要因により、今後の売上や利益の減少が懸念される。そのため新規顧客の獲得や取り組みに
ついて、取引金融機関である東予信用金庫による後押しもあり、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関におけるヒアリングとあわせてSWOT分析、クロスSWOT分析を実施し、その結果、本企業が取り組
むべき事項を『メニューの充実』 『利便性の向上』 『集客』 『食材確保』 『顧客サービス』の5点に整理し
た。各項目ごとに実施事項を決め、『メニューの充実』と『集客』については専門家による支援が必要である
と判断した。そこで、農業分野・食品分野の知識が豊富であり、愛媛県6次産業化サポートセンターのプラン
ナーとしても事業支援実績の豊富な本専門家に依頼した。

伝統のお好み焼き

■専門家による具体的な支援内容

お好み焼きは各種トッピングにより豊富なメニュー構成となっていたが、客単価アッ
プのためにコーヒーを中心としたドリンクメニューやパンケーキによるデザートメ
ニューの充実を図った。メニュー開発にあたってはコンセプト・ターゲット・原材料
費・販売価格等を具体的に書き出すことで整理確認を行った。パンケーキには愛媛県
が全国1位の流通量であるブルーベリーや、近在の知名度が高い農家による苺を使用
し、地域性を訴求することとした。また集客アップのためにはショップカードやポイ
ントカードを作成することとし、内容や配布方法についてアドバイスを行った。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000zDFgvQAG

個人として家族主体での営業をしており、取組むべき課題や問
題点は漠然と認識していたつもりでしたが、相談窓口等が分か
らず深掘りする事なく解決に至っていませんでした。そのよう
な状態の時に取引金融機関（東予信用金庫）より「チームえび
す」での課題解決について提案を受け、支援を受ける事を決意
しました。SWOT分析等のフレームワークを活用しての「活か
すべき強み」「克服すべき弱み」「市場機会」「回避すべき脅
威」の抽出・分析は大変参考になり、課題がよく理解できまし
た。今回の支援をベースとして売上増加に積極的に取組んでい
く所存です。

各種アドバイスを受け、取組整理表を活用しながら経営者が主体的に新規顧客獲得や客単価アッ
プのための施策に取り組んだ。支援後は夏休み時期との相乗効果もあり、来客数も約2割増加
し、各種課題に対するPDCAサイクルを自ら進めたことで、今後起こりうる経営課題に活用でき
るようになり、新規顧客獲得と客単価アップという当初目的を達成することができたと同時に大
きな成果となった。また、地域性のある魅力的な食材をメニューに加えることで、価値のある新
規メニューになることを認識できた。 ショップカード

お好み焼き いこい

■業種 ：飲食店
■従業員 ：6人
■資本金 ：- 万円
■創業 ：昭和49年
■住所 ：愛媛県西条市新田52-2
■企業概要：お好み焼き店

老舗お好み焼き店の売上拡大に向けた戦略策定支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

えひめ産業振興財団
構成機関

加地 まゆみ 氏

えひめビジネスサポートネットワーク
（チームえびす）

専門家

地域PF

経営
革新
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■氏名 ：藤原 美江
■保有資格：経営コンサルタント
■専門分野：経営革新、販促支援

原料や製法にこだわりを商品や販促ツールに落と
し込み、消費者に訴求し売上拡大実現を目指すよ
うに支援を行いました。代表者に「できそう、
やってみる」という前向きな姿勢が見られるよう
になりました。

高知県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、創業2年目の食品製造業で、ドライフルーツや野菜（にんにく・生姜）の加工・販売を行ってい
る。無添加の「高知県産の素材」にこだわった自社オリジナルドライフルーツ（柑橘類・しょうが）を製造し
ているものの、売上が低迷しており、厳しい状況である。既存商品のブラッシュアップと、新商品開発により
現状を打破し、売上拡大を図りたいと当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関によるヒアリングの中で、代表者の農産物への思いは強く、農家からの信頼も厚いことがわかった。し
かしながら、商品パッケージに統一感がなく、また販売ターゲットも明確になっていないため、消費者への訴
求力が弱いことが判明した。そこで商品の企画・開発に長け、ブランディングに関する支援実績が豊富な本専
門家に依頼した。

新たにデザインされた
手書き風のラベル

■専門家による具体的な支援内容

現在の商品ラベルは一見素朴ではあるが、商品訴求が十分できておらず、店頭で顧客
の手に取られるための動機付けが十分にされていないことから、商品ラベルの改良支
援を実施。商品を買ってもらいたいターゲット層を明確にし、それに合わせた「どこ
か懐かしくやさしい、手作り感のあるデザイン」の商品ラベルを作成支援し、パッ
ケージの改良を行った。また、イベント出店時の販売促進ツールとして、幟を製作す
ることをアドバイスした。本企業のように素材と手づくりにこだわった小さな企業で
あれば、幟も印刷ではなく、手書きすると良いと助言。無地の幟布と看板用のアクリ
ル系絵具を購入し、手書き指導を実施した。また、新商品ゼリー飲料についても、原
料やパッケージについて具体的な提案を実施した。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjC3AAJ

藤原先生に指導を頂いたことで、商品パッケージや販促ツール
のブラッシュアップができ、商品訴求力の向上に寄与したとと
もに、パッケージ作成等のノウハウも蓄積することができまし
た。具体的な事業指針はもちろん、ただの言葉だけでなく、今
必要としている現実的な支援を迅速にしていただきました。時
間がないからと避けてしまっていた課題だったのですが、もっ
と真剣に、積極的に時間を割いて向かい合おうと思えました。
また、新商品（ゼリー飲料）についてもテストマーケティング
を実施中で、今後の販路拡大を期待しています。

「原料と製法に手を抜かない」という商品作りのコンセプトを訴求する商品パッケージの改良や
販促ツールを作成したことによってコンセプトが店舗全体に浸透し、商品にも統一感が生まれ、
既存顧客の評価も上々であることから、徐々にではあるが企業イメージの向上とブランディング
が実現している。自社の生産能力や商品特徴を踏まえたうえで、適切なターゲットと売場を想定
し、それにあわせたマーケティング戦略立案が重要であることを理解できた。また、CI（コーポ
レートアイデンティティー）の考え方を学び、企業としてのコンセプトを統一し、訴求していく
ことの重要性も認識することができた。

考案された
商品パッケージ

合同会社 南国FOOD PLUS

■業種 ：食料品製造業
■従業員 ：2人
■資本金 ：100万円
■創業 ：平成28年
■住所 ：高知県南国市後免町2-3-1
■企業概要：野菜・果物の加工食品製

農産物への思いを伝える既存商品のブラッシュアップ支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

高知県商工会連合会
構成機関

藤原 美江 氏

高知県地域プラットフォーム
「チームよさこい」

専門家

地域PF

販路
販促


